
１
10．右の図において、放物線ｍは ｙ＝ｘ２ のグラフで、放物線ｎは ｙ＝－－ｘ２ のグラフである。

４
直線 ｙ＝－１ と放物線ｎの交点をＡ、Ｂとする。 （宣真高等学校 H23）

（１）交点Ａの座標を求めなさい。

１
放物線ｎは ｙ＝－－ｘ２ なので、ｙ＝－１を代入。

４
１

－１＝－－ｘ２

４

ｘ２＝４ より、ｘ＝±２ ｘ＜０よりｘ＝－２

Ａ． （－２，－１）

（２）放物線ｍ上のｘ＞０の部分に点Ｐをとる。△ＰＡＢの

面積が20になるとき、点Ｐの座標を求めなさい。

△ＰＡＢの底辺ＡＢは、ＡＢ＝４である。

高さをｈとすると、

４×ｈ÷２＝20 となり、h=10 である。

したがって、点Ｐのｙ座標は９であることがわかる。

放物線ｍの式 ｙ＝ｘ２ に ｙ＝９ を代入すると、

９＝ｘ２

ｘ＝±３ となる。 ｘ＞０だから、ｘ＝３

Ａ． （３，９）
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